
mlナ″,■ ック ,●―す 1,■2 11151111■ 11 ,2,サ

一ジ
一喉

,,

卜■「
=′ |■

1,1,1,, , , ,

麟1摯

，

′

　
　

　

●

　

‘
，

L霰 法人社Ш ttE会

酎Jiク〕‐ック

〒813,8,`

肥谷li研|ポ l,,-2

t1018,`,022=  rさ048,t,0224

特
〓
コ
ー
チ
ー

～
ａ
薇
●
趙
Φ
～

精
師

の
い
●

つ
「
八
十
人
■

は
■
―――
み
雌

に
も
↓
る
■
う
に
　
＝
摘
″
が
最
盛
釧
を
迎
′

■
十
　
古
く
が
ヽ
八

十
八
夜
Ｆ
腑
″
＝
う
た
お

市
＝
不
■
良
「
い
新
茶
！
●
で
大
■
●
“
で

た
い
ｔ
の
で
し
■
　
０
■
パ
●
艤
″
レ
一
，
や

力
，
一
イ
ン
　
ピ
″

ヽ
′
や
，
ア

一
´
な
ど
が

た
く
さ
ん
，
■
れ
て
い
■
■
　
“
み
の
″
ン
■

レ
＝
ず
サ
，

，
′
―
■
の
カ
テ
■
ン
掘
“
‘

み
　
抗
“
ん
作
用
ｔ
，
４
仙
　
段
欄
件
川
や
＝

世
作
用
い
小
，
　
肯
４
の
，
ア
一
ン
に
は
　
＝

圧
上
イ
抑
円
や
脳
●
―‐―‐
椰
楡
館
の
耐
節
仲
川

が
あ
る
Ｌ
い
わ
れ
て
い
■
十
　
お
贅
”
旨
み
取

，
テ
，
一
ン
＝
大
咄
丼
■
●
び
　
製
み
成
分
の

”
テ
■
ン
に
変
わ
り
■
■
　
＝
光
ヤ
＝

●
て
背

●
た
山
泄
下
（■
じ

に
け
ｉ
み
成
分
が
多
く

太
陽
を
，

一
ぶ
，
浴
ぴ
た

一
番
茶
に
＝
卜
わ

や
か
十
渋
み
が
，
■
――
　
＝
業
が
，
れ
Ｆ
ヽ
十

ｉ
■
ナ
　
但
Ｆ
＝
力
７
一
イ
ン
が
，
な
い
だ
“

洸
寝
山
や
■
後
に
最
油

“
＝
外
　
＝
＝
ｔ
炒

「

た
Ｌ
，
――
ボ
な
ど
が
あ
”
■
，

1｀言 ,宅 |

|.11(1′

` .

“
諄
Ｌ
“
ら
０

一

,`
●′ ∫ツ
t ,1

イ イ
ト
',′  |
|` ,11

1●
l●
t ヽ
(  し
,I JI

■
，
良
い
■
で
＝
ル
，
■
十
ん

■
宅
↑
織
“
背

′
イ
ーーー

“
―Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｎ
↑
員
で
所
Ｉ
，
い
　
，
れ
ぞ

れ
――
出
力
し
合
，
Ｌ
い
Ｉ
Ｆ
＝
メ
Ｌ
ｔ
ｔ
大
切

て
■

，
■
ヤ
↑ヽ

り
■
―
―
ヽ
納
”
い
て
■
で

＝
駄
ｔ

デ
イ
″
ア
　
＾
■
【
―
を
■
■
に
利
＝

す
る
■
ｉ
ｒ
●
■
ｔ
■
，
　
日

っ
て
い
る
■
　
不

安
に
＝
う
“
は
″
え
込

――‥
ザ
に
　
山
――
の
Ｆ
師

青

鰤̈
町
■
い
う
で
１，
＝
飛
■
一
く
″
ヽ

い

■
＝
ι
ｌ
ｒ
て
ヽ
た
ず
で
す
メ

が
ん
＝
―――
川
ｒ

発
見
●

め
凍
す
る
●
■
で
■
沿
の
組
立
メ
■
＝

に

，１１
い
川
気
で
■
¨
賛
川
の
＾
＝
が
少
綬
“
雌
蔭

は
　
”
ん
で
●
＝
る
■
，
“
●
■
●
■
う
　
ク
ーー

■
●
″
＝
　
昭
気
Ｆ
■

一
た
か
ら
ス
る
所
だ
り
で

キ
く

＝
気
に
な
ヽ
な
い
い
Ｆ
ｔ
”
古
な
受
け
る

＝
　
―――
議
す
る
所
１
”
，
て
，
て
く
だ
さ
い

０
＝
十
八
●
■
，
　
悧
，
Ｋ
ｍ
が
＝
Ⅲ
〓
か
ヽ

水
川
＝
い
午
前
中

ス
ク
，
ツ
Ｌ
し
て
静
ホ

に
＝

た
―

―――
■
●
や
４
気
十
分
い
＝
輌
で
，
４
に
一川
●

■
　
ィ
ー
イ
■
ｔ
ヽ
お
脳
い
傲
〓
■
■

今
―
ル
ヽ
熱

、
―――
燎
“
‘
´
″
〓
紹
介
●
■

■
　
で
い
“
流
＝
人
■
古
く
　
古
器
‐――
代
■
イ
オ

■
＝
‘
い
■
■

壇
け
＝
十
■
の
に
な
鋭
ヽ
＝

¨

■
●
●
■

ん
■
さ
）と
呼
ば
れ
る
―
の
て
体
を
剌

脅
し
た
●
■
に
始
■
，

そ
の
能
中
国
大
餞
で
様
々

た
聞
範
が
な
ヽ
れ

洪
“
―――
代
に
は
ホ
格
的
な
治
療

が
な
〓
れ
‘
い
た
■
，
で
す
　
一
方
お
■
―■
　
体
の

市

い
部
分
に
人
を
近
「
け
温
“
●
〓
Ｌ
に
よ
―
補

４
が
和
ら
い
た
こ
Ｌ
い
■
“
偏
し
，
よ
う
で
す

８

本
に
は
人
世
紀
頃

判
け
半
島
を
経
由
し
′
仏
執
女

化
と
共
■
伝
′
ら
れ
Ｉ
し
た
　
■
の
役
も
遺
感
掟

艦
Ⅲ
使
●
■
，
口
国
の
医
学
が
伝
わ
，

Ｈ
本
で
ヽ

餞
●Ｋ
し
ん
〓
●
う
）治
潔
や
洪
方
治
般
が
発
展
●

て

い

く

一と

に
な

り

ま

す

体
餃

＝

■

１

旧

日

か が li II● が

は ,室 T節 効
い れ 町 に 句 平

_ ′ヽ

1 1

極 ク
陰 り 4
夕 ‐ F

I′ ±

ヽ` で 日
, (■ '

■
7+
′  ′

11
il
●, 当

し[|
:|


